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盛岡市立保育所民営化計画の見直しに係るパブリックコメントの実施結果について 

 

盛 岡 市  

 

盛岡市立保育所民営化計画の見直しについて、次のとおり市民の皆さんから意見を募集した

ところ、35人及び４団体から119件の意見が寄せられました。御意見をいただいた皆さんに厚く

お礼を申し上げます。 

 このたび、お寄せいただいた意見と、それに対する盛岡市の回答を取りまとめましたので、

公表します。 

 

１ 募集期間  

令和７年２月15日（土）から令和７年３月６日（木）まで 

 

２ 募集方法  

盛岡市公式ホームページの応募フォーム、郵便、ファクス及び持参 

 

３ お寄せいただいた意見の件数 

（1）提出者数 

個 人 団 体 

35人 ４団体 

   

 

(2) 意見数 

種 別 意見数 

民営化計画の見直し・民営化方式への反対 28件 

全園民営化への反対、公立保育所存続 50件 

保育関係者をはじめとする幅広い市民で協議をし直すべき ５件 

保育士の配置基準の見直し、保育職員の賃金労働条件の改善、保育施

設改善に係る予算の大幅の充実 
33件 

その他 ３件 

計 119件 

   ※ 提出意見の中には、複数の内容が含まれているものもあるため、提出者数と 

意見数は一致しておりません。 
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４ 反映区分 

Ａ：計画等に盛り込むもの・・・・・・０件 

Ｂ：計画等に盛り込み済みのもの・・・０件 

Ｃ：計画等に盛り込まないもの・・・・67件 

Ｄ：その他、要望・意見・感想等・・・52件 
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５ お寄せいただいた意見と市の考え方 

№ 意見の内容 市の考え方 
反

映 

１ 「統合」の意味するところが保育方針、

歴史などの継承を含むものか、或いはあ

くまで「在籍園児の受け入れのみに留ま

るもの」なのかが読み取れませんでし

た。 

わざわざ民営化として民間法人からの公

募を受けなくても、行政側の手続きのみ

で済むように「一定年数経過後に閉園＋

以降の新入園児の募集停止」という選択

肢であっても良いと思いますが、この案

はなく統合としたのはなぜでしょうか。 

統合方式の期間を最長４年としているよ

うですが、４年も経てば在籍園児のほと

んどは卒園する年齢となります。今後速

やかに新入園児募集停止とすれば、敢え

て民営化（統合）などとせずとも良いと

思われます。特にも年度始めにおける０

歳児の新規入所者の全体数が年々減少し

ているため、４年も経過すれば近隣園の

定員枠を増やさずとも定員割れをしてい

る園が多くなると思われます。 

在籍園児の転園希望を募ることや、受け

入れ施設側の定員の弾力化の要件を一時

的に緩和する対応などの方法を加えて、

行政にも受け入れ側にも負担がないよう

な方法とすることの検討をお願いしま

す。 

統合方式を民営化の方法に追加したこ

とについては、保育需要は減少傾向にあ

りますが、その推移は比較的緩やかであ

ることから、現在の地域の保育需要と供

給体制のバランスや、保護者の利便性を

踏まえ、新入園児を受け付けながら一定

期間経過後、在園児の受入れにより２園

を１園に統合する方法が、現状で最適で

あると判断したものです。 

また、移管までの期間は、民営化する

園の公表時に在園する児童が、卒園を迎

えるまでの期間を確保するため、４年を

標準としておりますが、保護者と移管先

法人、市との三者合意のもと、前倒しす

ることも検討しております。 

 なお、統合に当たっては、引継ぎ保育

等を通じ、公立保育所の保育内容や文化

を継承するほか、地域の保育需要の推移

を確認しながら、民営化対象保育所の在

園児の転園や、受入れ施設側の定員の弾

力化の対応等を含め、受入れ側に極力負

担がかからないよう、保護者や移管先法

人と相談しながら検討してまいります。 

Ｃ 

２ （市内の特定の公立保育所について）保

育園の民営化をすぐにでも進めるべき。

当該保育所の民営化の移行事業者にな

り、併せて、老朽化した自施設の整備を

実施し、盛岡市のインクルーシブ保育の

公立保育所の民営化については、「盛

岡市立保育所民営化計画」に基づき策定

する「民営化実施計画」により、これま

で１期２～３園ずつの民営化を進めてお

り、今後においても、同実施計画に基づ

Ｃ

Ｄ 
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実現に寄与したい。 き計画的な民営化に取り組んでまいりま

す。 

なお、民営化の時期や対象保育所につ

いては、施設の老朽化や近隣の保育所の

状況、地域の就学前児童数の状況等を踏

まえ選定してまいります。 

 

３ 民営化計画の改訂版において「民営化計

画と現状との乖離点」を挙げながら、盛

岡市から公立保育園をなくす方針を変え

ないのは大きな矛盾です。「盛岡市立保

育所民営化計画・第５次民営化実施計画

（案）」の策定はやめ、民営化計画自体

の撤廃を求めます。 

今回の見直しは、民営化計画を円滑に

進めるため、現状と計画内容を検証し、

民営化の方法や移管条件を現状に即した

内容に改定したものです。 

公立保育所については、「盛岡市立保

育所民営化計画」に基づき、計画的な民

営化を基本としておりますが、今般の検

証の結果、新たな諸課題が顕在化したこ

とから、第５次民営化実施計画期間中

に、保育関係者の意見を丁寧に聞きなが

ら、公立保育所のあり方も含め対応策に

ついて検討してまいります。 

 

 

 

Ｃ 

４ 民営化計画が保育関係者等の意見を取り

入れずに進められてきたことに問題を感

じています。民営化計画の見直しをする

ならば、保育関係者をはじめとする幅広

い市民で協議をし直すべきです。 

保育現場の実態と声を無視して進める方

針には反対します。計画は一旦凍結し、

地域の中にある保育・福祉の要求に耳を

傾けていただくよう要望します。 

「盛岡市立保育所民営化計画」の見直

しに当たっては、盛岡市社会福祉審議会

児童福祉分科会の委員の皆さまから御意

見をいただいたほか、市内保育関係者や

公立保育所園長会から意見を伺い進めて

きたところです。 

今後においても、計画的な民営化を基

本としつつ、保護者や保育関係者の御意

見や、保育ニーズなどの状況の変化を踏

まえながら進めてまいります。 

 

 

 

Ｃ 
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５ これまでの「民間移管方式」に加え、

「統合方式」「分園運営方式」が加わ

り、民営化どころか単に公立保育園の廃

止、もしくは統廃合計画ではないか。 

民営化と保育の質の向上を並行していく

ことは、今保育現場で働いている側の考

えとしては困難だと考えます。民営化あ

りきであれば、保育の充実に向かわず、

質の低下を起こし、園児も職員も減って

いってしまうのではないでしょうか。 

統合方式、分園運営方式については、

これまでと同様に、引継ぎ保育等を実施

し、保護者の御意見・要望等を取り入れ

ながら、公立保育所の保育内容や文化を

継承するほか、移管後においても、訪問

指導や保護者・事業者・市による三者懇

談会を実施し保育内容を逐次確認すると

ともに、保護者アンケートを実施し運営

状況の評価を行うなど、保育の質の維

持・向上に取り組んでまいります。 

 

Ｃ 

６ 今回の「盛岡市立保育所民営化計画（改

訂版）」案の目的では、「この計画は、

市の公立保育所を民営化する際の基準を

定め、市民、事業者へ広く示すことにな

り、民営化に対する保護者や市民の不安

を解消し、円滑な民営化を図るととも

に、優良な事業者に参入を促し、安定的

継続的な保育所運営を目指すこと」とな

っていますが、これまでの民営化対象園

での募集法人の多くは３法人以下であ

り、第４次民営化実施計画に至っては、

２園が１法人しか応募ない状況です。こ

の目的だけ見ても、民営化計画が既に破

綻していると考えます。 

民営化計画の見直しに当たっては、令

和６年10月に市内保育事業者に対し、意

向調査を実施し、施設整備を伴わない民

営化の方法に対して、応募する意向が複

数あったことから、新たな方法として、

「統合（在園児受入れ）方式」及び「分

園運営方式」を設けるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 
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７ 「民営化計画（改訂版）」案で述べてい

るように、少子化や保護者の就労形態の

多様化などの社会情勢の変化や災害等非

常事態への対応など、多くの課題がある

中、公立保育所の果たす役割がますます

重要になっています。働き方の変化に伴

う子どもたちへの対応や配慮、発達支

援、子育て支援、虐待対策など、専門機

関からの情報がいち早く届く行政の利点

を活かし、迅速に対応できるのが公立保

育所であると考えます。 

公立保育所ではこれまで、2019年の「10

連休」対応、「こども誰でも通園制度」

の試行「医療的ケア児」対応、午後８時

まで延長保育は全園で実施しています。 

公的に率先して医療的ケア児の受け入れ

や、休日保育も公立保育所でこそやって

ほしい。公立保育園には、自分たちが住

んでいる自治体が自分たちの子どもをど

のように育てようと考えているか「アン

テナショップ」のような役割があるので

はないでしょうか。全園民営化計画を進

めていくことは子どもの健全な発達保障

という大切な視点と保育責任が置き去り

にされているような気がします。 

公立保育園の全園民営化方針を直ちに見

直し、公立保育所の存在を堅持すべきで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

医療的ケア児等の受入れや災害等非常

事態への対応など、近年の保育環境を取

り巻く状況の変化において、今後の本市

の保育行政を進める上での喫緊の課題と

捉えておりますので、第５次民営化実施

計画期間中に、公立保育所のあり方を含

め検討するとともに、休日保育等を公的

に率先して行うことについては、保護者

のニーズを踏まえながら必要な対応策を

検討し、子どもの健全な発達と保育責任

が置き去りにならないよう、努めてまい

ります。 

 

Ｃ 
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８ 全園委託化は、児童福祉法第24条第１項

の立場から市として保育事業への責任の

放棄につながる。 

少子化のもと市内全域の保育（施設の配

置・定数管理等）のあり方について中長

期的な方針こそ急ぐべきである。 

 

児童福祉法第24条第１項における市町

村の保育の実施義務については、私立保

育施設との協力の下、保育の需要に応じ

た入所調整を行い、必要な保育を確保す

るための措置を講じておりますことか

ら、民営化後においても、同様に満たし

ているものであります。 

また、「盛岡市こども計画」におい

て、令和７年度から11年度までの保育所

等のニーズの見通しを立て、計画の進捗

管理の中で需給バランスを確認すること

としておりますので、引き続き保育所等

の安定的な運営が維持されるよう、関係

者等から御意見を伺いながら、適正な定

員管理に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 
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９ 保育園を新たに民営化することについて

は、少子化により数を増やす必要がない

ので反対です。 

しかし、保育士不足により、私立保育園

だけでは対応が厳しい事業は、公的な子

育て支援事業として残していくべきだと

考えます。要望としては下記のとおりで

す。 

①休日保育 

 ・職員配置が難しい（振休等） 

 ・慣れない場所での受け入れとなり、

子ども、保護者、保育士の負担が大きい 

②こども誰でも通園制度 

 ・希望者の予測がつかないところに保

育士一人配置する余裕がない 

 ・様々な子育て支援を総合的に盛岡市

子育てセンターとして柔軟に対応してい

くと、本当の意味で、必要な様々な支援

を行うことができると思う。例えば、一

時預かり、ベビーシッター、家事手伝い

など（産後ケア等） 

③医ケア児の受け入れ 

  看護師が在中し、各保育園に遊びに

行き交流を図るなどの取り組みを行う。 

④お試し保育 

  入園前に、必要なお子さんは、３月

中に何日か通い、市の専門員がついて判

断してもらう。 

 

 

 

 

 

 

 

民営化後の定員については、移管後の

定員を下回らないことを条件としており

ましたが、御意見のとおり少子化が進ん

でおりますので、今回の見直しにおい

て、近隣地域の就学前児童数を勘案しな

がら決めることとしております。 

また、私立保育所だけでは対応が厳し

いと御指摘の事業のあり方については、

第５次民営化実施計画期間中において、

保育関係者や保護者の意見を丁寧に聞き

ながら、公立保育所のあり方も含め、対

応策を検討してまいります。 

Ｃ 
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10 私の園は民営化をうけた園です。 

休日保育、８時（20時）までの２時間延

長保育など、保護者の就労を支えるとい

う、民営化をうける条件も見直しがかか

り、実際に利用する保護者も保育をする

私達も不安も大きいです。 

本来、盛岡市の公の責任で休日保育を必

要とする方、延長を必要とする方を保育

することが望ましいと思います。 

今ある、公立園を残し、市としての責任

をしっかりとはたしてほしいと思いま

す。 

私立保育園の法人・園努力では、保育士

も大事な子どもたちも守れません。 

 市内の保育所等は、公立・私立の区別

なく、こどもたちのために、必要な保育

の機能や質の確保を図りながら、保育を

提供する役割を担っていただいており、

今後も、こどもの最善の利益のため、市

が責任を持って、必要とする全てのこど

もへの保育の提供と、質の向上に取り組

んでまいります。 

また、公立保育所のあり方について

は、第５次民営化実施計画期間中におい

て、検討してまいります。 

Ｃ 

11 私は盛岡市立保育所民営化計画に反対で

す。 

公立保育園の民営化は、それを受け入れ

る民間保育園への負担が大きく、ますま

す厳しい状況の中、保育することになっ

てしまいます。 

 

民営化の実施に当たっては、引き続き

保育に係る費用や移管前後の人件費の補

助により、移管先法人の負担を少なくし

ながら、円滑な民営化を実施してまいり

ます。 

Ｃ 

12 今必要なのは保育士の配置基準の見直

し、保育職員の賃金労働条件の改善、保

育施設改善に係る予算の充実であり、公

立保育園の民営化はその方向に大きく逆

行するものだと思います。 

 保育士の配置基準の見直し、保育職員

の賃金労働条件の改善、保育施設改善に

係る予算の充実については、中核市市長

会等を通じて、国に引き続き要望すると

ともに、盛岡市私立保育所協会等の意見

を伺いながら、保育施設の安定的な運営

のため、必要な支援に取り組んでまいり

ます。 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 
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13 市として子育て行政を行うのでしたら民

営化するのではなく、市として保育に主

体的に取り組んでもらいたいです。子育

て中の市民の安心を守ってもらいたいで

す。 

「子ども誰でも通園制度」は現状民間の

保育所では人員もスペースも足りませ

ん。国として市として責任をもって取り

組んで欲しいです。 

 

 

 

 

 

市内の保育所等は公立や民間の区別な

く、必要な保育の機能や質の確保を図り

ながら、保育を提供する役割を担ってき

ており、今後においても、子育て世帯の

安心を第一に、民間の保育所等と連携し

市内の保育環境の充実を図りながら、主

体的に保育行政を進めてまいります。 

また「こども誰でも通園制度」は、実

施する事業者において、実施方法、利用

可能枠及び受入人数など、各施設の実情

に合わせた内容で実施することが可能と

なっておりますが、市として、事業実施

を通じた課題等を検証し、国に改善要望

するとともに、保護者や保育者等から御

意見を聞き取りながら、こどもの成長の

ために、より良い制度になるよう取り組

んでまいります。 

Ｄ 

14 「民営化計画（改訂版）」案で述べてい

るように、少子化や保護者の就労形態の

多様化などの社会情勢の変化や災害等非

常事態への対応など、多くの課題がある

中、公立保育所の果たす役割がますます

重要になっています。加えて、国や自治

体からの不十分な「子ども・子育て支援

新制度」では、民間の保育所が十分な運

営ができるものではありません。 

公立・民間保育園を合わせての保育士の

配置基準、施設の在り方の検討こそ、急

務であり、民営化計画を進めるのではな

く、保育行政の充実をすすめるべきで

す。それこそ盛岡市のやるべきことで

す。 

公立保育所の役割については、近年の

保育環境の変化を踏まえた災害等非常事

態への対応や、少子化が進む地域におけ

る保育提供体制の確保、公立保育所の施

設の老朽化対策や、職員の処遇などにつ

いて、喫緊の課題と捉えておりますが、

解決には時間を要することから、第５次

民営化実施計画期間中において、保育関

係者の意見を丁寧に聞きながら、課題を

整理するとともに、公立保育所のあり方

も含め、方針を検討してまいります。 

また、保育士の配置基準の見直しを始

めとした保育行政の充実については、中

核市市長会等を通じて、国に引き続き要

望するとともに、盛岡市私立保育所協会

等の意見を伺いながら、保育施設の安定

的な運営や保育環境の維持向上のため、

必要な支援に取り組んでまいります。 

Ｄ 
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※複数人からいただいた意見のうち、同様の意見はまとめています。 


